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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域密着を念頭に入れた理念を

作り、職員間で共有できてい

る。 

     

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナウイルスにより地域との付

き合いは希薄になっているが、地

域の主治医往診などの連携は継

続できている。 

      

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

会議自体はコロナウイルス感染

予防のため実施できていないが、

電話で意見を頂き議事録に残し

ケアに反映している。 

      

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナウイルスのため以前より少

なくなっているが、運営推進会議

議事録や入退所連絡表などで現

状の報告は継続して行っている。 

      

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

検討シートを活用し、身体拘束を

しない取組みや職員間で意識の

向上に努め、カンファレンスや

日々気付いた事を話し合ってい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的な検討シートの活用や気付

いた事を話し合えている。父の様子

を見る限り身体拘束は無いと思う。

投薬により本人の活気が抑えられ活

動の制限がされていないか気にな

る。 

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

研修があれば参加し、伝達研修

を行う事でで全員が学び意識と

ケアの向上に努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的な研修の実施。職員全員が

意識を持てる環境がある。虐待は無

いように感じる。 

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

研修があれば参加し、伝達研修

を行う事でで全員が学び制度に

ついて理解し活用できる場があ

れば実践出来るように努めてい

る。 

      



- 2 - 
 

8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

些細な疑問や質問に答え、その

場で不明な事を解決している。後

日不明な点がでてくれば、いつで

も説明が行える様に心掛けてい

る。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

運営推進会議の意見を電話で聞

き取り、議事録にあげ周知し職員

や外部者にも知って頂く機会を作

っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者・家族などへのアンケートが

実施されている。家族の意見を表せ

る機会は殆どないと思う。外部から

施設内への侵入が容易な状況が心

配。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

月 2 回のカンファレンスにより意

見を出し合い、話し合っている。

議事録を作成し、欠席者にも周

知行えている。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員の意見を聞き、必要であれ

ば面談を行い働きやすい職場環

境が維持できる様に努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的な面談等で職員の思いや環

境改善に努めている。コロナ流行に

伴い GH 内に入れなく、職員さんと

直接お話しする機会もなくその間に

異動があったり、面識が無い方もあ

り分からない。コロナ禍もあるでしょ

うが以前よりも職員の方々に余裕が

ない様に思う。規制が厳しい。外部

者には分からない。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

個々のスキルに合わせ研修に参

加、伝達研修を実施する事でさら

に学びを深めて貰っている。現場

実践での指導も行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

研修への参加、職員間で学び合え

る環境がある。あまりそうは感じな

い。スタッフの数が少ない様に思う。

外部者には分からない。 

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

外部研修や資格取得研修等に参

加し、同業者や他職種との関わり

を持つ事で視野を広げ知識を深

め、ケアの質の向上に取り組ん

でいる。 

      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今まで暮らしされてきた事を尊重

し、自分で出来る事は見守り自立

支援に努め、一緒に過ごす時間

を大切にしている。  
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15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナウイルスにより面会の制限

はあるが、電話で話をして頂いた

り、絵葉書を届けて頂いたりと関

係が途切れない様に配慮してい

る。 

    

条件付ではあっても面会の機会を設

けて頂き感謝している。ビデオ面会

やカーテン面会等、有効に利用して

いる。 

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一日の流れのスケジュールはあ

るが、本人のペースで個々に行

動されその方の生活スタイルを

尊重している。 

    
投薬により本人の行動制限はない

のかが気になる。 

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人、家族、医療従事者などの

意見を聞き、普段関わっている職

員との話し合いで本人にとって最

善なケアが出来る様に計画作成

をしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の意向を職員間で話し合い多

職種の意見も反映している。管理者

が電話で連絡して下さり様子の変化

が良くわかる。ケアプランを作成する

前にこちらの意見も聞いて下さりよく

理解している。 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々実施したケアや気付き、他

者の意見や家族の要望、医療連

携等々の対応した内容を記入し、

情報共有を行い実践している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

結果の対応の記録だけでなく、工夫

等も記録し実践に繋げている。月 1

度の郵便の中のチェックシートで確

認できよく分かる。毎日の記録を 1

ヶ月まとめて送ってくるのでよく分か

る。受診時の連絡も都度頂いてい

る。 

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナウイルスのためかなり制約

があり現状難しい点が多いが、そ

れがなければ多種多様な意見に

耳を傾け実践し取り組んでいる。 

    
本人の様子を詳細に伝えて頂き助

かる。 

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナウイルスのためかなり制約

があり現状難しい点が多い。それ

がなければ多種多様な意見に耳

を傾け実践し取り組んでいる。 

      

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

診療科に関わらず地域との連携

を図り、継続した診療が受けられ

る様に支援し主治医とも情報共

有行い関係性を築いている。 
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22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

病院や主治医、家族、相談員な

どと情報の共有を行い、早期の

退院に向け働きかけている。必

要であれば病院に出向きカンファ

レンスに参加し、本人の状態把握

に努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

医療との連携が出来ている。丸太町

病院との連携は有り難い。幸い入所

してから入院をしていない。限られた

人員体制の中外来診療の付添い

等々色々お世話になった。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の体調変化を観察し、早め

に主治医に相談・意見を貰いな

がら家族とも情報を共有し、必要

であれば医療職を交え話し合っ

ている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今後の見通しと本人の意思決定に

ついて話し合えている。終末期の話

し合いはまだ出来ていない。GH 内

でのターミナルケア(看取り)は可能

でしょうか。 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

救急救命講習に定期的に全職員

が参加し、急変時や事故の必要

な対応方法を学んでいる。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

年 6 回（うち消防隊員参加 2 回）

の消防訓練を実施し、全職員が

参加する事で普段から災害につ

いての意識向上を図っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

消防訓練が定期的に実施されてい

る。訓練に参加した事がないのでよ

く分からない。コロナ禍の中で避難

訓練が出来るのか、GH の様子があ

まり分からない。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

プライバシーに配慮し、年配の意

見に耳を傾け、思いを尊重した関

わりを行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

虐待研修など関連した関わりができ

ている。気分にムラのある本人に対

して忍耐強く接して頂き感謝。父の

様子から大切にして頂いていると感

じる。投薬により本人の行動制限は

ないのかが気になる。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

その方が暮らし易い環境を整え、

日々の暮らしてきたペースを尊重

し、生活の場が提供できる様に努

めている。  

      

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナウイルスの為、一緒に食事

作りや片付けが行えていないが、

その方の好みや食べやすい食形

態で提供し見た目にも気配りし提

供している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の好みに合わせて提供し、今ま

での取組みを生かせている。食欲が

落ちてきてその時の状態によってミ

キサー食も作って頂き有り難い。 
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29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

その方の好みや、食事量を把握

して提供している。水分量の把握

が必要な方はチェック表を作り、

水分の確保に努めている。 

      

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

週 1 回の歯科衛生士による口腔

ケアと月 1 回の歯科検診があり、

口内の状態把握と情報共有を行

っている。食後の口腔ケア実施。  

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期検診とケアの両方が継続できて

いる。GH 入所前は歯科医通院はハ

ードルが高かったのでとても有り難

い。口腔ケアはしっかりして頂いてい

ると思う。 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

その方の排泄パターンを把握し、

その方に合わせたトイレ誘導や

臥床休憩時でのパット交換を実

施。便秘の方は主治医より下剤

を処方して貰い対応している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

1 人 1 人の ADL に応じた対応が出

来ている。職員さんのこまめな観察・

処置に助けられている。主治医の見

立ても有り難い。おそらく大変なお世

話を懸命にやって下さっていると思

う。オムツ使用を減らすのは父の場

合難しいと思う。 

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体状態やその日の体調に合わ

せ、入浴・シャワー浴・清拭など

臨機応変に対応している。本人

の意向を大切にしている。 

    
入浴拒否やその時の反抗にも対応

して頂きただただ有り難い。 

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

夜間によく眠れる様に、その方に

応じた睡眠リズムを作っている。

（日中臥床休憩が必要な方、活

動的に過ごして頂くなど。） 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

薬変更があれば申し送りをし、全

員が周知出来る様にしている。本

人に合わせた服薬方法で対応

し、安全に配慮している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員全体の共有が行えている。服薬

について気を付けて頂き、自宅でも

出来なかった事をやって頂いて感謝

している。  

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナウイルスで外出も散歩も出

来ておらず気分転換する機会が

減っているが、室内で出来るレク

をする等して取り組んでいる。 
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36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

遊びや気分転換での外出はコロ

ナウイルスがあり出来ていない

が、必要な受診などには出掛け

体調変化に対応出来る様努めて

いる。 

      

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

認知症状が顕著な方が多く、お

金に感心をもたれない現状では

あるが、会話の中やテレビを見な

がら話題提供には努めている。 

      

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族との電話でのやりとりや、絵

葉書を送ったり出来る様に支援し

ている。 

    
送った葉書をパウチして保管して頂

いている 

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

季節のタペストリーや絵を飾り、

季節感を感じて頂ける様に工夫

している。不快な臭いがない様に

消臭剤などを利用している。生活

感が感じられる様、テレビを付け

たり、時には音楽をかけ落ち着け

る雰囲気と環境を提供している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

四季やイベントを感じられる環境作

りが出来ている。日々の暮らしにお

ける工夫も見られる。早くコロナが収

束して GH 内に入室出来る様になっ

て欲しい。いつも定期的に変えられ

る飾り付けを拝見したい。面会時に

ニコニコしてくれるのできっと居心地

がいいのだろうと思う。投薬により活

動の制限がないか気になる。 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の意見を聞きながら、日々

支援している。 
      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の意見を聞きながら、日々

支援している。その時々での思い

を尋ね、対応している。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

体調や状態に応じ、医療職と連

携し対応している。普段の変化を

観察し職員間で情報共有に努

め、統一したケアを実施。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

医療との連携・支援での気付きをケ

アに生かしている。本人の希望（散

歩がしたい・散髪やスーパーに行き
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たい等）が全く無理なコロナ禍です

が現状では最善だと思う。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人や家族の意向を尋ね、その

方が過ごし易い環境を提供して

いる。 

      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

位牌や家族写真、ぬいぐるみ、本

人や家族が作った作品など馴染

みのある「物を飾り、いつでも見

える様に環境を整えている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の暮らしに馴染みある事、大切

にしていた事を考えた環境作りをし

ている。面会時に渡している写真な

ど自室に置いて頂いていると思う。

位牌や写真を飾って頂き十分に対

応して頂いている。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

戸外にはコロナウイルスの為出

掛ける事が出来ていないが、行

事等の参加は本人の希望を聞き

ながら気分に応じ参加している。 

      

46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

その方の出来る事と出来ない

事、支援があれば何とか出来そう

な事など把握し、選別しながら本

人の意欲を引き出している。 

      

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

他入居者との会話や交流、職員

との会話や関わり、家族との会話

などで笑顔で過ごせている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員間での共有した関わりを持つ事

で入居者同士の交流にも生かせて

いる。他入居者との関わりは全く分

からないが面会時はいつも喜んでく

れる。投薬による活動の制限がない

か気にかかる。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナウイルスの為外出も、外部

の方との関わりも今の所控えて

おり出来ていない。 
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49 総合 

本人は、この GH にいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

いつでも誰かが見守って支援して

くれるという事に、寂しくなく安心

して過ごす事が出来ている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

孤立する事の無い環境で過せてい

る。昼間は皆リビングで過ごしその

中で生活のリズム感が感じられる。

それが GH 西ノ京の一番素敵な事だ

と思う。他の GH に居た時は面会時

ほぼ毎回不安を口にしていたが、こ

こでは安心し逆に自分達の事を心配

してくれる。地域との触れ合いはな

いと思う。充分やって頂いているが

会見数が少なくよく分からない。本人

が職員の方々に信頼感を持ってい

る事が見受けられる。家族も大変頼

りにしている。 

 


